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Tamburlaine試論
Marloweの舞 台 画 の 図像 学 的解 釈
山 田 雄 三
*
ルネサ ンス最初 のエ ンブレム集 がイ タリアの一職 人、AndreaAlciatiの
手 によ り出版 されたの は1531年であ った。 当時 の読者 には馴染み深 い物語 と
手法 ゆえに、 この新 しい ジャンルは、 爆発 的 に全 ヨー ロ ッパ に流 行 した。
(事実、 リヨンやパ リなど主 な都市で、無 数の版が生産 されてい る。)エ ンブ
レムは、 モ ッ トー、 イ コンそれに訓話か らな り、実 に無秩序 に、一冊 の本 の
中に配列 され る。 この奇妙 な形式 は、 ルネサ ンス文化 の複雑 な諸相を示 して
いることは言 うに及 ばず、 間テクス ト性や表象 とい う今 日的 な批評の問題 に
も、興味深 い資料 を提供 す るだろ う。 しか し、本論 の関心 は、 エ ンブ レム文
学 の エ リザ ベ ス朝 演 劇 に与 え た影 響 で あ る。 と り わ け、Christopher
MarloweのTamburlaineは、 アクシ ョンが しば しば静止 画面 とな りが ち
な こと、劇 の構成が断片 的である ことが問題視 されてきた。 イ ングラ ン ドに
おける最初 のエ ンブレム集AChoiceofEmblemesが出版 されたのが1586
年、Tamburlaineの初演 は1587年ない し88年と考え られ る ことか ら、 そ の
影響 はいまだ新鮮 な ものだ った と推察 で きる。 本論 で は、Shakespeare劇
とはおよそ異な る構成 を持 っ このTamburlaineとい う劇 を、 エ ンブ レム集
との影響関係か ら眺 め直 してみたい。
*
1543年、ヴァロア朝の新君主HenriIIはパ リに凱旋入場を華々 しく挙行
す る。 この凱旋 入場 式典 に用 い られた記念 門の天 井部 に は、 「雄弁 な
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Hercules」の装飾彫 像が施 されていた(図 版1)。 この彫像 の もとにな った
ものは、Alciatiのエ ンブレム181番で あ り 「雄 弁 は武 力 よ りも強 し」 とい
うモ ッ トーが つ い て い る(図 版2)。 そ の イ コ ンに は、 棍 棒 を 持 った
Herculesが中央 に大 きく描 かれ、その 口か らは数本 の鎖 が延 び てお り、彼
を取 り巻 く人々の耳 にそれぞれ繋が ってい る。 ヴ ァロア朝の記念門 に再現 さ
れた この エ ンブ レムは、「雄弁」 とい う鎖 で四つの階級 を軛 にか けて い るガ
リアのHerculesを表現 して いた。 イ ングラ ン ドで は、 この 「雄弁」 のエ ン
ブ レムは、Tamburlaineの舞台 に再 現 され る。 しか し、 ここ にMarlowe
らしい戯 れが見 られ る。つ ま り、王の雄弁 さは、「恋の 口説 き」 の テクニ ッ
クによって表 されるのだ。第1部1幕2場、Tamburlaineは、従者 な らび に捕
虜 とな ったメデ ィアの貴族 たちを引 き連れ て、初 めて舞台 に姿 を現す。 そ し
て、運命 を嘆 くメデ ィアの王女Zenocrateに求愛 をす るのだが、 この と こ
ろの台詞 には、ThePassionateShepherdtohisLoveを想 像 させ る リズ
ムと修辞 一"Comelivewithme,andbemylove"一が使 われている。
Disdains Zenocrate to live with me? 
Or you my lords to be my followers? 
My martial prizes with five hundred men, 
Won on the fifty-headed Volga's waves, 
Shall all we offer to Zenocrate, 
And then myself to fair Zenocrate. (1.1-2, 82-105)
こ の場 か らさ らに70行ほ ど後 で 、Tamburlaineは、 ペ ル シ ア軍 の 大 将
Theridamasに、一 緒 に手を組 まないか と誘 う。敵 将を口説 くこの台詞 にも、
同様 の求愛 の修辞が反復 されている。
Forsake thy king and do but join with me 
And we will triumph over all the world.
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If thou wilt stay with me, renowned man, 
And lead thy thousand horse with my conduct, 
Besides thy share of this Egyptian prize, 
Those thousand horse shall sweat with martial spoil 
Of conquered kingdoms, and of cities sacked.
Then shalt thou be competitor with me, 
And sit with Tamburlaine in all his majesty. (1.1-2, 172-209)
Tamburlaineの呪文 に懸 け られて、Theridamasはあ っさ りとその弁者 に
忠誠 を誓 う。「あなたの ことば に破 れ、 そのお顔 に征服 され て、 この身体 と
馬 とを あなた に捧 げます。私 はこの命 のあるか ぎ り、 いかな る運 命の嵐 が吹
き荒れ ましょうと、 あな たと共 にあります。 」(1.1-2,228-31)おそ ら くは、
コロニア リズムの解 釈 もホモ ・セ クシャ リティの立場 か らの解釈 も可能 な場
面であ ろう。 しか し、 ここで、反復 の多 い この1幕2場 の舞台上 に設定 され
た舞台画に目を向けてみよ う。動 きの少 ない この場面 の も とに な ったの は、
雄弁 によって周囲 の人物 を自 らに結 い付 ける(鎖 で繋 ぐ)Herculesのエ ン
ブレムで はなか ったか。征服 や求愛の台詞が反復 され るなか、理想的支 配者
の雄弁 さを備 え たHercules=Tamburlaineの舞台画が、主 役が初 めて舞 台
に姿を現 わす場 面に提示 されて いる。
Tamburlaineの二っ の戯 曲(部)は 全編、行軍 と征服 とを扱 って い るに
もかかわ らず、 ま った く戦 闘の場面 を舞台上 に持 たない。舞台裏 で剣 と盾 と
のぶっかる金属音 が作 られ るだけだ。 そのため、戦争終結後 の場面 には、視
覚 的効 果 が戦 い の始 末 を凝 縮 した形 で施 さ れ る こ と に な る。 無 敵 の
Tamburlaineにとって、戦 いの結末 は破壊 的勝利 か、(敵の屈服を前提 と し
た)平 和的和解 しか あ りえない。 いずれの場合で も、エ ンブ レム的な舞 台画
が提示 され る。破壊的勝利 を表現す る舞台画 は、実 に豊 富であ る。Bajazeth
が いたぶ られる檻の場(4幕2場)や 被 征服 者がTamburlaineの踏 み台 と
して四っん這 いにな る場(同 場)、 それ に(も っと も有名 な)被 征 服者 が馬
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車馬 とな る戦車 の場(4幕3場)な どが、思 い出 され るだ ろう。 これ らの図
像 は、 エ ンブ レム文 学 のな か に先 取 られ て い る。 例 え ば 、 檻 の 図像 は
GeffreyWhitneyのAChoiceofEmblemesで扱 われ る。 彼 は、 歌わ な
くな った夜 啼鳥 を描 いて、 「隷 属、 魂 の檻 」 とい うモ ッ トー を付 けて い る
(図版3)。 これ らのエ ンブ レムを、MarloweがTamburlaineの勝 利画 と
して利用 した ことは、 大い にあ りえたで あろう。 これ ら勝 利画 の うちもっと
も印象的 な もの は、 や はり、戦 車の舞台画で あ る。Tamburlaineは「口に
は轡 をはめ られた トレビゾ ンとソ リアの王侯 たちに戦 車を引かれ、 左手 に は
手綱 を右手 には鞭 を持 ち、 時折 、馬同然 の王侯た ちを鞭打 ちなが ら」(2部
4幕3場 ト書)荘 厳 に入場す る。そ して、「高 々 と轟 くことば」 で次 の よ う
に語 り始 め る。
Holla, ye pampered jades of Asia: 
What, can ye draw but twenty miles a day, 
And have so proud a chariot at your heels, 
And such a coachman as great Tamburlaine? (2.4-3, 1-4)
この時期 、戦車 は しば しば エ ンブ レムに利用 され る便利な図像 であ った。 そ
れ は、誰 が征服者 で誰が被征服者で あるか の情報 を、即座 に観 客 に与 え る。
おそ らくは、Alciatiのエ ンブレム29番や106番などが、 この舞 台画 の材 源
にあったのか も知れな い(図 版4)。 このエ ンブレム的舞台 画 が あ って初 め
て、上 に引用 した ことばは力動感 を得 る。後 に、2HenryIVのなか で、 こ
のことば はPistolにも じられ 、"Hollow,yepamperedjadesofAsia"
と変 わる。批評家 はこの箇所 を好ん で取 り上 げ、ShakespeareがMarlowe
の中身の ない(hollow)誇張表現 を揶揄 したのだと主張す る。1)しか し、 世
紀 の代わ り目の戯曲で空洞化(hollow)したの は、 エ ンブ レム的舞 台画 で
あ った。Pistolが喧 嘩相手 のDollに 向か って上 の台詞 を吐 く場 所 は、 戦
車 の荘厳 な行軍が見 られる戦場 ではな くイース トチープの酒場で ある。被征
服者 に戦車 を引かせ る舞台画 を(影 響 の不安 か らか時代 の懐疑 主義 か らか)
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もはや舞台 に乗せ ることので きな くなったことへ のShakespeareの認識 が、
このhollowのなか に込 め られて いるので はないか。
両部を通 して、和平の場面 は一度 しかな い。それが、 第1部 結末の 「平和」
の エ ンブ レムで ある。TamburlaineとZenocrateの父 であ るソル ダ ンとの
和解が成立 したとき、Tamburlaineとその従者たちは、「Alcides(Hercules)
の柱」 に武具 を掛 ける。
Hang up your weapons on Alcides' post, 
For Tamburlaine takes truce with all the world. (1.5-2, 464-5)
Alciatiのエ ンブレム集 では、「平和 」 は、戦 いの後、 地 面 に置 き残 され た
武具で表 されてい る(図 版5)。 観客 は、Tamburlaineがアルキデ ス神殿 の
柱 に鎧 、甲冑、斧な ど武 具のすべてを掛 けるのを見 る。征服 の行軍 が反復 さ
れ るこの戯 曲 に終わ りを付 けるため に、Marloweは、 武 具 を置 く 「平 和」
のエ ンブ レムを導入す る。 しか し、 そ れ と同時 にTamburlaineが神格 化
(Hercules化)されてい ることも見逃 すべ きで はないだろ う。
1Tamburlaineは劇情景 を積 み重 ねただ けの、実 に反復 の多い戯曲である。
その点で は、KimberlyBenstonの見解 は正鵠 を得 ている。 この二 っの戯 曲
は 「積み重 ね によ って、戦勝 のカ タログを形作 ってゆ く戦のパ レー ドである。
このパ レー ドによ って、言語 の緊張 は高 め られる とともに、 あ る種、 呪術 的
とも言 え る効果 が産 み出されている。」2)このよ うな劇 の構造 にっ いて言 え
ば、 その発想 がたいへんよ く似 てい るエ ンブ レムがある。Alciatiのエ ンブ
レム138番で ある(図 版6)。 「寓意的 に表すHerculesの12の功 績」 とい う
モ ッ トーを持 っそのエ ンブレムには、彼 の12の功績 を表 した寓意画群 が、絵
枠 の中央にひ ときわ大 きく描 かれた半神Herculesの周囲 に鏤め られている。
12の寓意画群 はそれぞれ、隣接 する(横 の)系 列 を互 いに断 ちなが ら成立 し
てい る。 これ と似た構造 を持 つ1Tamburlaineにと って も、 横 の系 列 は問
題 にな らない。 おのおのの舞台画 が、次元 の違 う何 かを寓意 すれば十分 なの
だo'その意味 では、 この戯 曲は統一 を志向 している。作品 の統一 や コアの存
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在に懐疑的になった現代からすれば理解 しがたくとも、 この戯曲は、エンブ
レム138番の中央に屹立するHerculesのような存在(作 品のコア/理 想的
支配者/半 神)へ の信仰を依然、示 しているように思える。
*
MarlQweは第1部 を書 いてい るとき、 おそ ら く第2部 の構想 を考 えて は
いなか ったで あろう。 ところが、第1部 が大好評 を博 して しま ったため、続
編 の執筆 を余儀 な くされた。材源 を使 い果 た していた こともあるが、 そ もそ
も続編の構想 自体か な り困難 であった と想 像 される。観客 の期待 に答 えるた
めには、 第1部 同様、敗北 や挫折 を知 らな い征服王 を描 かなければな らない。
反面、第1部 にはな い強力 な障害 を主役 に与 えなければ、続編 にな りえない
という問題 もある。 この二っ の必要 に挟 まれ るかたちで、第2部 は作品 と し
て崩壊す るぎ りぎりの境界 に成立 して いる。
第2部 は、主役が強力 な障害 ない し他者 と対峙す る とい う意 味で 「対 置」
の劇 と考 え られ るだ ろ う。舞台 に設定 され る舞台画 の中で、 どのよ うに 「対
置」が扱われ るか、 エ ンブレムとの比較を通 して観察 してみたい。
エ ンブ レム集 と第2部 の舞台画 とに共通 して み られ る特徴 は、 対比物 の
「対置」(juxtaposition)であ る。JanvandelN。otのエ ンブ レム集A
TheatreforWorldlings(1569年に出版)な どは、 ほぼ半数 に及 ぶ エ ンブ
レム群が、対比的な 図像 を 「対置」 したものとな ってい る。(例 え ば、 第6
エ ンブ レムは二人の婦人 を 「対置」 して いる。右側 の女性 は右手で胸元 を隠
し、伏 目が ちに、薬草 や野花 の上 を歩 いて お り、左側 の女性 は、蛇が足元 に
ま とわ りつ く荒 れ地 の上 を大仰 に進んで いる。)
2Tamburlaineには、 同様 の 「対置」が多 く見 られ る。例 えば、1幕4場
では、Tamburlaineの「武 勇」 の姿 は柔和 な図像 と対置 され る。
So, now  she[Zeno.] sits in pomp and majesty: 
When these my sons, more precious in mine eyes
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Than all the wealthy kingdoms I subdued, 
Placed by her side, look on their mother's face. (2.1-4, 17-20)
Marloweは、戦 いに明 け暮れ るTamburlaineの顔を、 母 と子 供 た ちの神
聖 で柔和 な図 像へ と向け させている。 いかに この穏 やかな光景が魅力的 であ
ろ うとも、「武勇」を具現す る人物 にとって、 それ は他者 であ り、 自 らに危
険 な ものであ る。Tamburlaineはそれを知 って いるか ら、 「だが、 こいっ ら
の顔 は情愛 に満ち満 ちて、Tamburlaineの息子 らしい逞 しさがない」と言 っ
て、 この図像 を否定 す るのだ。
事実、劇 の進行 と共 に母 と子供 たちの柔和 な図像 は消 し去 られて ゆ くこと
になる。2幕4場 で、妻Zenocrateが病死す る。 ここで は、 彼 女 の穏 やか
な死 にTamburlaineの「怒 り」が対置 されている。妻が死んだ街 ラ リッサ
を焼 き払 うTamburlaineの姿 は、Alciatiのエンブレム57番 「激昂 と怒 り」
に描かれ るAgamemnonそのままで ある(図 版7)。Agamemnonは右 手
に剣を左手 には獅子 の刻 まれた盾を持 って立 って いる。 この図像の背景 では、
街が炎 に包 まれて いる。Tamburlaineが街 を焼 き払 う場面 の台詞 に も、 「怒
り」を寓意す る天変地異がふんだん に言及 されて いる。
So, burn the turrets of this cursed town, 
Flame to the highest region of the air: 
And kindle heaps of exhalations, 
That being fiery meteors, may presage, 
Death and destruction to th'inhabitants.
Flying dragons, lightning, fearful thunderclaps, 
Singe these fair plains, and make them seem as black 
As is the island where the Furies mask, 
Compassed with Lethe, Styx, and Phlegethon, 
Because my dear Zenocrate is dead. (2.3-2, 1-14)
その街で妻が死んだという理由で街を焼 き払 うというのは、確かに異常な論
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理 であ る。StephenGreenblattは、理由な く侵略地 を焼 き払 う行 為 にっ い
て興味深 い指摘 を した。彼 は、Sarracollなる商人 が、何 の理 由 もな く美 し
い アフ リカの一村落 を焼 き払 う記述 と上のTamburlaineの行 為 との類似 性
を指摘 した うえで、 これが植民地 運動 のそれぞれの過程 で 「仕切 り」 を設 け
る、 いわ ゆるマーキ ングだと言 う。3)穿った見方 である。 しか し、 焼 き払 う
とい うことが 「怒 り」 その ものの寓意 的現 われであ ることも、忘 れて はな ら
ないだろ う。
1幕4場 の母 と子供 たちの柔和 な図像 の崩壊 は、Tamburlaineの子 殺 し
に引 き継 がれ る。4幕1場 に表面化 す るTambur正aineと息子Calyphasと
の対立 は、 行動的な人間 と内省的な人 間 との衝突 には違 いないが、 ここでお
もしろいの は、Tamburlaineが「怒 り」 の寓意 と して、Calyphasが「怠
惰」 の寓意 と して扱 われてい ることである。(いずれに して も、 七大 罪 の一
つ である。)「怒 り」 はこの時期、激情 を発散 させる対象 を見 っ け られ ず に、
自 らを傷づ ける人物 として描 かれ ていた。SpenserのTheFaerieQueene
第2巻 に描 か れ る 「忿 怒」 は、 怒 りの あ ま り、 自 らの髪 を掻 き む し る。
DoctorFaustusの七大罪 ページェ ン トで は、「怒 り」 は次 の様 に話 す。
I am Wrath. I had neither father nor mother: I leaped out of 
a lion's mouth when I was scarce half an hour old, and ever 
since I have run up and down the world, with this case of 
rapiers, wounding myself when I had nobody to fight withal. 
                                     (DF. scene5, 296-9)
さて、Tamburlaineは、子供 たちの臆病 さや女 々 しさ を諌 めるた あ に、 自
らの腕を切 り、「武 勇」 の何 たるか を教育す る。
View me thy father that  hath conquered kings, 
And with his host marched round about the earth, 
Quite void of scars, and clear from any wound, 
That by the wars lost not a dram of blood, 
And see him lance his flesh to teach you all. (2.3-2, 110-4)
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対照的 に、「怠惰」 の寓意 を被 せ られたCalyphasは、 いかなる戦 闘行為 を も
拒絶す る。父君Tamburlaineの剣 にっ いて、戦場 に赴 こうと勧 め る兄 た ち
にたい して、Calyphasの答え ることばは こうだ。
Take you the honour, I will take my ease, 
My wisdom shall excuse my cowardice: 
I go into the field before I need?
And should I go and do nor harm nor good, 
I might have harm, which all the good I have 
Joined with my father's crown would never cure. 
I'll to cards. Perdicas! (2.4-1, 49-59)
4幕1場 を通 して、戦場 で荒 れ狂 うTamburlaineと幕舎 のなかで カー ドに
耽 るCalyphasが、実 に乱暴 に 「対置」 され てい る。 同場 の最後 で、 二 人
が再会 したと き、「怒 り」 の寓意で あるTamburlaineは、(自 らの分身 で あ
る)「怠惰」 なCalyphasを、 こう罵 りなが ら刺 し殺 す こ とにな る。一 「忌
まわ しい怠惰(sloth)の似姿、奴隷 の典型 め。」
1幕4場 でTamburlaineに「対 置」 され た 母 と子 の聖 な る 図像 が 、
Zenocrateの死、Calyphas殺しによ って瓦解 した今、新 たに 「対 置」 され
る他者 は、死 をおいて ほかにない。 中世以来、受 け継 がれてきたお決 ま りの
文学 モチーフに、王 であろ うと法王 であろ うと、人 は誰 も、死 に翻弄 され る
とい う 「死 の舞踏」(dansemacabre)がある。 きまざ まな姿 で現 わ れ、 手
に大鎌 を持つ 「死神」 の図像 は、Marloweの時代 もよ く知 られて いた。 バ
ビロ ン征服後(4幕2場)、Tamburlaineは突如 として体調 の不調を訴える。
そ して、Tamburlaineが再 び戦車 に乗 って舞台 に登場す るとき(5幕3場)、
観客 は、病 によ って衰弱 しきった彼 の肉体 を 目の辺 た りにする。彼 は、 目に
見 えない 「死神」 に向か って、(勝算の ない)最 後の挑発をす る。
See where my slave, the ugly monster Death 
Shaking and quivering, pale and wan for fear,
山田 雄三
Stands aiming at me with his murdering dart, 
Who files away at every glance I give, 
And when I look away, comes stealing on: 
Villain away, and hie thee to the field, 
I and mine army come to load thy bark 
With souls of thousand mangled carcasses. 
Look where he goes, but see, he comes  again 
Because I stay.
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(2.5-3, 67-76)
*
以上 のよ うに第2部 を見て くると、 この戯 曲 は結局 の ところ、無敵 の王 も
必ず滅ぶ 「死 の舞踏」 の中世劇 であ るとい う即 断を下 しか ねな い。 しか し、
この判断 では 「主役 が荘厳 さを失 うことな く破 滅す る」 というこの劇 の奇妙
な構造 を説 明 した ことにはな らない。主役 は他者 の危 険に さらされ て崩壊寸
前 にな りなが らも、 か ろうじて半神 の支配者 であ るという自己同一性を保 っ
てい る。 この支配者 の 自己同一性 の問題 につ いて は、Tamburlaineが頻 繁
に口にす る王 の 「雅量」(magnanimity)がどのよ うに当時、理解 され て い
たか見 る必要 があ る。
Studiesinlconology(1962)のなかで、ErwinPanofskyは、 メデ ィチ家
礼拝堂 のGiuliano像を読 み解 きなが ら、「雅 量」を こう解説 している。4)
「一方、ジュ リアーノは、王侯に相応 しく笏を持ち、開いている左手で二枚
の金貨を差 し出している。外的な行動に自らを 「費やす」男を、自己中心的
な瞑想に 「自らを閉ざす」男 〔ロレンツォ像〕 と象徴的に対比させているこ
の二っのモチーフは、 リーパによって 「雅量」(マグナニ ミタ)の 項 目の下
に記 されており、また当時もっとも一般に親 しまれていた占星術の文献の一
つには 「ユピテルは魂 に雅量を与える」 とあるように、吝嗇がサトゥルス的
な特徴であったとすれば 「雅量」はユピテル的な特徴なのである。」
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このLorenzoとGiulianoの対比 は、CalyphasとTamburlaineの対 比
を連想 させ る。確か に、 あの父 と子 との衝突 は 「自己中心的 な瞑想 に自 らを
閉 ざす男」 と 「外的 な行動 に自 らを費やす男」 とのあいだの衝 突 であ った。
「雅量」 がユ ピテル的な王の特徴 であ るとすれば、Tamburlaineの存在 も当
然、ユ ピテル的で あるはず である。子殺 しの場面で、Marloweは七 大罪 の
「怒 り」 と 「怠惰」 との コメデ ィに陥 りかねない衝突 を提 示 しな が ら、 同時
に王の 「雅量 」を映 し出す とい う極 めて際 どい劇作法を とって いる。
*
Tamburlainしの二 っの部 を、 エ ンブレム集 との影響 関係 か ら考察 して き
た。1Tamburlaineは支配者の存在のあ りようを一人の征服 王 に具現 した寓
意劇 であ り、 指示内容 を凝縮 した エ ンブ レムの ような舞台画が劇 中、 あたか
もモザイ ク画 のように鏤め られて いる。(モ ザイクの原 義が ラテ ン語 の エ ン
ブ レムに当た ることは、興味深 い。)と ころが第2部 には、「対 置」 とい う手
法が もた らされた こと もあ って、第1部 で唯一圧倒的であ った図像 は、 っね
に他者 の図像 に対 比 され検証 し直 され る。 しか しなが ら、第2部 の力は、元
来寓意 で しか表 されえ ない王 という絶対 的存 在が、相対化 を受 けてなお崩壊
しない ところ にあ る。TheJewofMaltaでは人物 と して 舞台 に乗 せ るほ
どまでにMachiavelliに精通 して いたMarloweが、 寓意化(神 話 化)さ
れ る王 に固執 したの は興味深い。Tamburlaineからわず か2、3年 後 に書 か
れたHenryVI劇 のなかで、Shakespeareが王権の獣 性 と欲望 を剥 き出 し
に描 いたの と比べ ると、その差 は明 らかだ。Tamburlaineとい う劇 は、 寓
意(エ ンブレム)で しか表 しえない王 という絶対 的存在 への信仰 を依然、示
した劇 である ように思 えてな らない。
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